
零jfifiW
ｑ

L●

』

昭和４１年度指定調査事業

磯根資源調査報 告 書

フクトコブシ

■
■
■

庁」シ》

昭和４２年３月

東京都水産試験場



ひ

￣

〕□

：州
区
隠
一
う
一
凧
宿
一
個
勺
、
瓜
負
個
二
一

．
ｗ
、
‐
Ⅱ
｜
・
‐
・
〆
・
・
ヒ
ロ
９
１

（
」■〃
＆
□

量 一
百
三
ｈ
コ

〃

缶
椒
Ⅲ
鵬
糖
ｊ
Ｕ
Ｊ
ｊ
・

’
一
（
Ｓ
Ｉ
Ｌ
孵
縛
Ｕ

痴
吊
）
怪
掴
』



調査助言者

片
宇
石

田実

野寛

渡直典

浦昭雄

東京水産大学教授

同教授

同助教授

同講師

調査担当者

同大島分場東京都水産試験場調査部

資源調査室主任研究員山峯連

技師三村哲夫

技師広瀬泉

娠
鍬
緬
獅
柵

分
副

塩
伊
倉

雄
茂
二
誠
久

照
洋

和

屋
藤
田
木
村

西

協力者

差木地漁業協同組合東京都大島町



次目

１．調査目的

Ⅱ調査方法

（１）調査区域の選定及び試験区の設定

⑪嚢境調査

⑪、放流効果調査（逸散添加調査）

⑪調査区域におけるフクトコプシの成長，肥満度，産卵期及び食性

（V）その他

ｌ調査結果

（１）霞境調査

１．調査区域

（１）海底地型

（２）潮流

（３）水中照度

（４）生物覆境

（５）定置観測

２．試験区

（１）海底地型

（２）潮流

（３）生物環境

（、放流効果調査（逸散添加調査）

（皿調査区域におけるフクトコプシの成長肥満鹿産卵期及び食性

１．フクトコプシの成長

２．肥満度

３．生殖腺熱度調査

４．食性

（１）胃内容物

（２）胃内容物量

l7i言Ｚ約



I･調査目的

東京都では．伊豆諸島の磯根資源の維持増殖をはかるために、種々の対策を講じてきて

いる八現在計画中の各種磯根資源の種苗生産ならびに、放流事業の遂行と相まって、さ

らに磯根の高度利用をはかり、種苗生産から商品化までの一貫性ある生産体型を確立する

ための基礎調査をおこない、漁場の生産管理方策を樹立しようとするものである。

本調査では、伊豆諸島で近年とくに重要度の増大したフクトコプシを重点的にとりあげ

ることｈした。

Ⅱ、調査方法

（１）調査区域の撰定及び試験区の設定

都下、大島町差太地地先。通称送信所下図１を調査区域とした。これは。当地

先が大島のうちでもフクトコプシが比較的多く生息し、漁業権者たる差木地漁業協同組

合の漁場管理も充分行われ、トコプシ漁業の口開けは毎年５月から７月の間の１乃至２

日間で、水揚量の確認も容易である等の理由によるものである。

試験区は、調査区域の中央よりやｈ東寄りの水深8.5乃至９５"の個所に１辺２０ｗの

正方形に設定した。試験区の周囲及び中央には、標識及び区画用ロープ展張の用に供

するためコンクリート盤石を設置した。

囮）覆境調査

昭和４１年５月２４日～３１日、７月２５日～８月２日、１０月２７日～１１月３日

の３回にわたって調査区域及び試験区について現境調査を実施した。

１．調査区域

（１）海底地型

区域全般について潜水による目視観察で地型の概況、水深等を把握しﾌﾟﾋ。

（２）潮流

電気流速計及び色素（ウラニン）放流の方法を用いて、上潮時及び下潮時の表層ｂ

中層、底層の流向流速の測定を行った。

（３）水中照度

試験区南西隅において、７月２８日及び２９日の２日間１０時から１７時の間に

おける水深別の照度を船上より光電池式水中照度計を用いて測定した。

（４）生物現境

調査区域のうちでも．フクトコプシ生息量の多い東側を重点に潮間帯から海底に

－１



至る間、動物は穿穴性二枚貝、ヤドカリ、】B【形動物を除き、また柏物は無節サンゴ
藻類を除き、枠取法（動物は２５〃2、植物１加２）により採取した。
別途。７月２６日、２７日の２日間にわたり図１に示す直線ライン（延１８５”）
を設けて、ラインを中心に２加巾で底生動物を採捕し、直iiL上の分布密度を調査す
ると》もに目視及び写真撮影による海底地形及び植物相の観察を行なった。植物
の採取は図１のａ～ｈに示すごとく、直線ラインから５〃の個所に８定点を定
めだ。

なお、この直線ライン上で底生動物採集のため覆石し、そのまま放置した。覆石
によって､新たらしく表面にでた石面に新生する植物と､フクトコプシのｆ集を
第２年度において調査するための用意とした。
害敵及び競合生物については、本年度は重要と考えられるフクトコプシに寄生す
るキクスズメの付着状況とアカウーコシダカウニ、ザ・ェの食性について調査をナ＞

めた。

（５）定置観測

調査区域の南東約3.2粒の通称トーソキ海岸で毎日午前９時に表､け水温、比重、
波浪の観測を実施した。

2．試験区

（１）海底地形

潜水により海底の根石、転石の分布をスケッチすると＞も伯写真撮影を併行し
て海底地形の状況把握を行った。

（２）潮流

試験区中央に潜水して管瓶に充填したウラニンを放流し、毎分毎にその拡散状況
を水面上から観察した。

（３）生物嚢境

ア．動物相

詞験区をロープにより、５碗四方の小区画に区分し・計１６区画について各区

画毎にフクトコプンをはじめとして、底生動物の全量を採集して０フクトコプシに

ついては雌雄別殻長｡体重を測定し他は個体数を計数のうえ．再び同じ区画に放

流した。放流は各区画の中心に行った。

－２－
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ィ．植物相

試験区内の植物を採集することによって、動物分布への影響を考え、試験区の

四辺のほｙ中心から５ｍ離れた場所の植臘iについて１㎡の枠取を行い、種類及び

その湿重量を測定した。また、この際小型海藻の着生量を知るため枠取の各

地点より６～9K,の石を取揚(汎海藻を小刀でけずり落し、分類して秤量した。

試験区内については、海底地型のスケッチと併行して樹勿分布を記録したｂ

植物相の調査と併行して、寄藻の種類及び量について、また、試験区の四隅に

当る４小区画（１，４，１３，１６）内の全量採集を行った。

⑩放流効果調査（逸散添加調査）

初年度の試みとして試験区内の各小区画内で採捕したフクトコプシは標識後、すべて

元の小区画内に再放流し、自然状態における逸散添加伏況を把握することにつとめた。

標識は､第１及び第２呼水孔を通した金属線に各個体色別症するため、色付ビニールチ

ューブを単色のまま又は複合してかぶせる方法を用いた。

標識用金属線は､当初ｕ径０．８"の鉛線を､第２回目には、エナメル被覆銅線（ロ２０）

を用いたが、調査結果の項において述べるように種々の欠点が認められたので。第３回

目には径０．３２，１mの銀線を用いる結果となった。

標識放流は､５月、７月、１０月の試験区の生物環境調査と併行して実施したか、上

記のような理由からその都度新しい標識に取替えざるを得なかった。

各小区画で用いた標識の色は図２に示したとおりである。試験区外からの移出

入を調査するために、５月下旬、同区画外巾５〃の区域に黄色標識個体１１５個体を放

流し、７月下旬に再捕することとした。

標識の取付け方

‐ア

区風Ｚのイ列

図２各区画の標識の色別及び標識の取付け方
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ｌ調査区域におけるフクトコプシの成長．肥浅度。産卵期及び食性

1．成長

５月｡・７月、１０月の各月に試験区内からとりあげたフクトコプシの般長組成を調

査すると蝿に、９月及び１２月分については０試験区付近で採捕した材料をもって

補った。また０試験区において。７月に標識放流をしたものを１０月に再楠した際

に殻のノビを測定することができたので短期間の材料ではあるが検討材料とした。

2．肥満度

５月から１２月に至る間、試験区周辺で採捕した個体を１ｏｚホルマリンで固定後、

前者については殻つき重量及び軟体部重量を秤量し、後者については軟体部重量／総

重量を求めて肥満度とした。この場合、殻に付着するキクスマメは剥離することな

く秤量した。

3．生殖腺熱度

前項２の材料を用いて生殖腺熱度係数を猪野．原田（１９６１）の方法により求めた。

個体が小さいために角伏突起の先端から１cmの位置１ケ所しか切断できなかった。

4国全また、７月に採捕した個体のうち殻長４０■曰以下の個体については生殖H泉

の肉眼的観察により。生物学的

珂b小型の推定をおこなった。

(Ⅳ）

１．

生殖腺芝璽係数

￥x'@。

ノグ
エ
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L〃cr
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図３
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４．食性

２．及び３．に用いた材料により調査した。個体別に胃部を切開し、内容物をすべて

プランクトン用沈澱管に移して真水を注入f吊拝のうえ．２４時間放置後、沈澱粗容量

を測定し、その値を胃内容量とした。また、個々の胃内容物は採捕時期別、地点別

に一括し、検鏡して餌料種類を調べた。

Ⅳ）その他

調査実施に当り、漁業権者の差太地漁業協同組合は当調査区域内のトコプシ漁業のロ

開けをzに年度内、全面的にとり止めた。

６－



Ⅱ、調査結果

（[）嚢境調査

１．調査区域

（１）海底地形図４

この区域は大島の南西に位置し、熔岩流の急崖に囲まれＭ、湾で湾口は南西に向

い扇状に大きく開いている。西のアカゲイシの鼻と東のボウズイケの鼻を結ぶ直

線内の海底面積は。約４，３００〃である。

湾の北側の入りくんだ各小湾入部はやユ緩傾斜で海底に達する部分もあるハ沿

岸部のほとんどが急激に水深４～５〃まで落込んでいる。

岸の急崖部から、湾口の水深１２～１３碗に至る間は陸岸からの根の張出しに続い

て、漂砂もまじえて根石、転石がほず一面に存在し、それから沖側は砂礫地となる。

試験区付近は，昭和３４年から３７年に至る間約１回００〃３の築磯事業を実施した

ので角石か多い。湾中央部に張出す大きいlBiの西側は、砂地に玉石が埋って存在

する場所が多く、フクトコプシの生息場所となるような石の下や、石と石の間の間

げきは極めて少ない。

（註）こ＆にいう根石､転石は、次の基準により定めた。

１．根石

陸岸から続いている根ではなく、主に調査区域東岸（サンタノケタ）及び

北岸の崖から転落した大石が波浪により運ばれ、時間の経過と＞らに漂砂に

埋没し、台風時の大波にも移動せず固定したものと考えられる。

２．転石

径約１碗未満のいわゆる人力及び波浪により移動可能な石をさし、磨耗し

て角のなくなったもの、波浪により球型に近くなったいわゆる玉石磨耗の

ナユんでいない角石に分けた。

(2)潮流図5.-1～ａ

上げ潮時（７月３０日）の流向は表層ではＳＷよりＷとほぎ一定の流向がみられ、

中層においてはＥ－Ｎ－Ｗと広範囲にかなり複約3目流向を示しており、下層では湾

の北側（ｓｔｌ、２）は主としてＷ方向、南側（ｓｔ３，４）ではＮからＮＥに流向

がみられる。

下げ潮時（８月１日）の流向は上げ潮と、とくに大きな差異は認められないか、

－７－
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潮時が最干潮に近かったためか湾口中央部（ｓｔ、３）を除いて全般に流速か遅くな

っている。

以上からみて、調査区域全体の潮流は湾の南より北北東方向に向けて湾に流入し

た底層流が、岸部に近づいて北より西に方向を変えつつ湧昇流となって表層を西か

らさらに南偏しながら湾外に流去するものと考えられる。云いかえｵＭｄ、大島西

部に当った黒潮が干波崎を境として南北に分れ、海岸部を島に添って南に分流した

ものか、さらに枝流となって湾内に流入し、調査区域内で渦流を生じ、再び分流し

て合流するものと思われる。従って、調査区域における潮流は黒潮の影響をかな

り大きく受けていると想像される。なお、黒潮の流向によってはかなりの変動が

あると思われる。

(3)ストq二P照度図６

夏季の日中（１０～１４時）晴天の表面照度は６０～７０ＫＬ，中層（水深４～５腕）

で５０～５５ＫＬ、底層（水深８ｍで３０～４０ＫＬであった。表面の照度に対し、

中層では７０％前後‘底層では５０％前後に減衰している。
照歴(Kし）
０二０３０４０５０ｇｏ７０

ソエ０づ０４０５０５０７０

氷／

毅

刎Ｚ Ｚ

ろ ３

今 ４

５ ５

６ ６

７ ７

８

功乞…(ぷ…(０Ｊ
８

９

区１６ 水中照度
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(4)生物嚢境

ア．生物分布概況

糎－１~９
生物分布については、量甥、図７－１～３に示したとおりの結果となった。

総体的に見ると調査区域西側（ロープラインの左側）の生物相は貧弱で、東側

に移るに従って面類、生息且が多くなる傾向を示す。

調査区域東側の生物分布を概観的に述べれIｺﾞﾛ欠のとおりである。

崖部（潮間帯）の植物相としては‘ハリガネが圧倒的に多く、オニクサ、オオ

プサも、それより若干浅い層に生育する。動物相は。フジツポ類をはじめ。カ

サガイ科の貝類および甲殻類のカメノテが生息する。

海底（潮間帯以深）にかけては。植物相としてハリガネが減少し、根石、玉石

に無節、有節のサンゴ藻類が圧倒的に多くなり、オオプサ､オパクサ、トサカノ

リ、ユカリ、シマオオギ、カギイパラノリ。ノコギリモク等が混生する。動物

相はクポガイをはじめ、フクトコプシ、パテイラ、コシタカサザエ、チチカケナ

シジダカラ、ウラウズガイ等の巻貝が多くなり、アワビ（クロ、メガイ）、サザ

エも少いながら生息する。鰊皮類ではアカウニ０コンタカウニ、ヤッデヒトデ

もかなり多く見られる。根石､玉石の間げきには、時としてマダコが生息して

いる。魚類では、季節的に変動があるが，岳軽量時に認められた主なものとして、

タカノハダイ、メジナ、ニザダイ、ベラ類､キタマクラ、カワハギ，タカベ､シ

マアジ。カンパチロイシダイ、イシガキダイ､ヒメジ、ハタ類､ウツボかいる。

つきに、岸から沖に向って直線１８５沈（水深３～１２ｍの動植物採集をおこ

なった結果､水深と生息する動樹勿の種類および量的変化を図示すれば、図７

－１のとおりである。

これによると。動物種類は水深が増すとともに、その種類数が増危水深９腕

附近でもっとも多く､それ以深になると急激に減少する。植物種類は水深力増

すのに比例して漸次減少している。

量的な関係を見た場合・動物では水深４碗前後の浅い所にクボガイ、バテイラ

等岩の表面に着生している種類が極めて多い。水深８碗前後（⑥）で、アカウ

ニ、ウラウズガイが多くなり、パテイラ、クボガイも依然としてかなりの数が生

息している。また、肉食性であるヒメイトマキボラも見られる。この水深よ
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bフクトコプシが目立ちはじめ､水深９沈層にもっとも多く出現する。

ちなみに､岸から沖に向った直線上採取地点ごとのフクトコプシ出現数を見る

と，①（水深1.5加）には桟いにもか＞わらずかなり出現するが、③（水深2.7ｍ

にはなく、③④ではわず力数個にすぎない。しかし、水深６加の⑤では急激に

増加し、⑥（８５腕）ては直線ライン中もつとも多く。また。試験区横の⑦（９ｍ･

沖の③（１０”）でも非常に多く出現した。⑨（１２碗）以深からは次第に減少し、

沖は砂地につながる。

〃
Ｊ

木
深
川
Ｊ
１

蕊

llLjJ1L

０ ０

０ ０

ユ

ー
ト
コ
プ
｛
ン

~L--L----
①②③④⑤⑤⑦③⑦①①③④⑤⑥⑦⑦⑨

調査区域における主要動物の分布密度
Ｙ軸は生息密度(個体数/iOO加2)、Ｘ軸は採取地点

図７－１
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①へ⑨ｊ採取地臭

Ｎノ採取個数つぎに、フクトコプシ直釦

線ライン上の採取地点別殻長

組成を図７－２に示した。４０

①～④までは個体数も少<

その殻長組成もバラツキがあヨ０

るが⑤以深では個体数も多く
ＺＯ

４０”前後を境Iこして二つの

モード（４０"似下の平均殻／０
長は30.2ｍ､以上では５４．２

碗)が見られる。

⑥
Ｎ２２０

２０

＠Ｎ６７５
/０

Ｚａ今５６７８

⑧３０

２０

ユヨ十ｓ５７８

採取 個体

⑤ＭｚＯ /０

害ffi舌|両Fi;二１重赤亟至鈎“
一
Ｍ

ＺＯ

ユろ４５６７８

,Ｌ
5ｐ

/０

剃
表１．調査区域ロープライン

のフクトコプシ採集数

注:農し畷謡弄６
ﾕヨ升５６７８

④Ｎ５ 己０

２３４『６７ｅＺ－ｉ

植物の量的関係は表廻宅

及び図７－３に示した。

植物の分布相は、直線ラ

イン上の採取地点ｃ、ｄ

（水深4～7ｍか、出現種

類及び量ともに多く，また

２０
５

ｚ３十５６７８
/０

,「①Ｎ４Ｃ

０ コZｏうり４０５０６０ｍ８０ｇ二０ヨ、超L、ｓｏ６℃ D、

可乱Ｚノーｕグニー－－･￣￣●￣

図７￣２調査区域ロープラインのフクトコプ｡/殻長組成
ｆまでの地点（水深９腕)に （ｌ００ｗ２換算）

わたり出現量のもっとも多

い種類は紅藻類のオオプサである狐ｆ以深になるとその量は急激に減少し、変って

褐溺項のシマオオギ、紅藻類のガラガラの類が増えて来る。ハリガネはａ～ａ（潮

間帯から水深７ｗ）までで、そ刺〆深には出現していない。

以~'二述べたことについては、さらに精査を要するが「海底地形および潮流」の項で
述べたような黒潮反流の地形による停滞や、海底地形の相違が大いに関係しているこ

とが考えられる。
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各盤石間植物相（１両２）調査区域ロープ・ライン（１８５廊直線），

（第２次調査：４１－８）
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直線分布調査線上の潜水観察結果表２－２

藻類着生状況
一一一一一一一一一一一一一一一一一一

植物相ｺﾞｒ弱

庭 園

一一一一一一一一一一一一一一一

大角石に転石(川角石）うまる。

》罐｜
①

水深

１５初
￣￣

:;,ＩｌＩ－Ｉ:;,I1II-プ式アヤニンキ゜大角石にキントキ・
転石に付着珪藻
一一一一一一一一一一

大中角石レヒキントキ、
伝石に付着珪藻

上記に同じ2.7④

ユカリ、オオプサホフク桟
2.81．

大角石にキントキ‘ドラクサ、オオプサ混生
3.5ｂ

４2．

５3．

5.44．

６5．

7.46． 一二一8.57．

９8．

9.59．

9.51０．

有節サンゴ系ガラガラ、テングサ少二
１０

１２
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▲

イ．害敵生物

フクトコプシを食害する害敵生物としては．イシガキフグ。キタマクラ．カワハギ・

マダコ等があり０寄生する生物としてキクスズメが考えられる。

調査区域のフクトコプシは他の地域に比べてキクスズメの寄生か多く見られ、貝
殻の侵蝕も著しく、呼水孔をふさぎ，フクトコプシの成長、肥満度にかなりの悪影
響を及ぼすものと考えられたので、今回はキクスズメをフクトコプシの害敵生物と
して調査した。

試験区外周から採捕した殻長５０～７０ｍのフクトコプシ３５個体についてキクス
ズメの殻長組成を図８に、その寄生数の割合を図９に示した。

すなわち、調査区域のフクトコプシに寄生するキクスズメの殻長範囲は０．６～
２１．２ｍであり、寄生個体の約７０禿か殻長４】UHq以下のd型の個体であった。

また、フクトコプシ１個体に対する平均寄生数は２７個、範囲９～４４個で。
２１～３０個寄生しているものがフクトープシ３５個体中１５個で。約４３禿を占

めている。

ｒ
Ｕ

％

,／０２０づ０」７℃？

図９キクスズメの寄生数図８キクスズメ殻長組成
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ウ．競合動物
／分イラ

調査区域における食遙のうえから、フクトコプシの競合動物とみられるアカウニ・

コシダカウニ、サザエの食性は表３のとおりで、主な胃の内容物は．アカウニ

では紅ﾛ[類,のテングサ風オパクサ属でｂ褐藻類ではシマオオギ（１１月）ｏノコギ

リモク（７月）が見られ、コシクカウ筍サザエではシマオオギであった。アカウ

ニおよびサザエでは胃内容物量が多く０また、混食物の種類が多いのが目立った。

な軌クボガイ。パテイラ等についても競合動物として取上(王上記の種類と同様

にホルマリン処理した汎内i卿が偲酉虻したため究明できなかった。

採
集
月

調
査
数

職
種
畝
テ

の
藻

価
海種類 主食物 混食物 備考

■
ろ

テング，ハ

ヵゥブ脂属
ノコギリモク

フクリンアミジ
Zﾉﾏﾌﾅｵｷﾞ

不明海藻 食!i雲!i;二アカウニ

111
オバクサ

キントキ
ハリブリネ

配》 テ フクリンアミジ
アヤニニシキアカウニ

｜■

１
－＿」L］

ノコギリモク

シマォォーギ

フサカニノテ

カウサ属
けい藻

コシダカ

ウ二
Zﾉﾏﾌrオギ

纐繍へ 艶勿破片【大）
3.0～

４．０ｍ

オバクサ

キントキ
ハリカネ

※※
８６．２

～８６．６

シマ司司員ギサザエＩ 1１１２

一｜鶚２

(注）※趨至※※殻高採取地点はＢ

動物食性調査表３
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(5)定置観測

ア．沿岸水温及び比重

定置観測の結果より平年及び昭和４１年度の旬別水温と比重を図１０に示し

た｡平年水温は旬平均の最低が２月下旬の15.5℃､最高は８月下旬の２５．４℃で

ある。

比重は水温とは逆に冬高、夏低で最低は８月上旬の１．０２４６０、最高は２月中旬
の１．０２５５９である。

昭和４１年度をみると、水温は１月上旬～中旬にかけて平年より１°Ｃ前後の低温

を示した。その後、３月下旬に石廊崎南方に形成さｵﾛﾋ冷水域が南にのび、黒潮

主流がその冷水域を迂回し、伊豆諸島を離れたためｂ一時平年より１°Ｃ前後の低温

を示したほかは１月下旬から６月下旬にかけて平年並または平年を上まわる水温を

持続した。

７月上旬より８月上旬にかけて再び黒潮主流が沖合に転じたため、平年より１～２°Ｃ
の低温を示したが８月上旬～下旬にかけ黒潮の接岸により７月とは逆に１～２°Ｃ

の高温を示した。９月上旬以降、１２月下旬まではほ蜜平年並の水温を持続した。

比重は１月上旬から５月中旬にかけて終始平年より低目を示し、５月下旬から６

月に力吋ては平年並または平年を上まわった。７月上旬に一時平年を下まわった
が中旬に入り急激に上昇、平年の下降傾向とは逆に９月上旬まで高比重を示した。

その後中旬以降１２月下旬までは平年以下を終始した。

イ．気象及び波浪

大島における気象の一般傾向は次のとおりで、最多風向は秋冬共にＮＥ、春夏は

ＳＷｂＳＳＷである。また、風速の月変化は１～３月が８．６蝋ecと強く、４月か
ら弱まり５～９月は7.7～7.3〃seｃと年間を通じて最も静穏で１０月より著しく強

風となり、１１月～１２月はや▲弱まる。年平均では8.1塊ecで、三島（八丈島、
三宅島、大島）のうち大島が最も強い。

暴風日数は２４３日で月２０日以上の暴風は１～４月、１０～１２月で８月が最も
少なく１５．３日である。

昭和４１年度の波浪の月別変化を表４に示した。波浪階級５以上の月別比率
をみると１～３月が最も高く、次いで４～５月、１０月で最も低いのは７～８月と

なって風速の月変化と一致する。しかし、浅海底に最も影響を与えると思われる
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台風接近によるウネリの発生は５～９月に最も多い。昭和４１年度の大島沿岸

にウネリを生じた台風の接近は５～７月に各月１回づつ０８月２回。９月３回と

多かった。特に９月下旬に来襲し７国会風２６号の大島での最大風速は４６．Ｍ;'６ｅｃ

を記録し・調査地域の海底地型に大きな変化を与えたものと考えられる。例え

ｌｄ６ｂ直線ライン及び試験区の標識盤石（l1olQP）が図１１に示すごとく､最大

直線距離で３０〃移動している。

(数字は日数を示す）

漉良５以上の

月別比率妬蝿
３８．７
￣

３９．３
￣

４０．０

２６．７
￣

２５．８

２２．６
－

１２．９
￣

１２．９
￣

２０．０
－

２９．０
￣

２０．０
￣

１６．０

ｌ
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
４
ｌ
５
ｌ
６
ｌ
７
ｌ
８
ｌ
９
ｌ
ｍ
ｌ
ｕ
ｌ
皿

波浪の月別変化表４
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2.試験区

(1)海底地形（図１２）

試験区の海底はほぼ平坦な地形であって､沖側へ向ってのゆるし傾斜は水深から

見ると約３度である○根石と転石は各区画ともほぼ一様に分布し、その間げきは，

礫及び漂砂で埋まっている○根石と転石（角石がやや多い）の区画別分布数は

表５に示すとおりで、’区画平均根石８個、転石４１．９個が存在する。
なお、この場合の転石は長径約２５cm未満のものを除外して計数した。これは、

従来の観察結果からみてフクトコプシの生息をみない限界の大きさということで除

外したものである゜根石は東側に大きいものが分布し、西側に寄るに従って小さ

〈な，、高さも３０cm､前后と低い。特に１６

区は根石が大きく且つ高さも1.5～２碗に達

するものがあり占有面積も大きい。転石は

根石の分布とは逆に西側に多く、特に２，９，

１３区が多い。

以上のような海底状況から実際にフクトコ

プシの生息場所(昼間時）となっているポイ

ントとしては殆どが転石の底辺で、そのほか

は根石の側下の海底との間γき、大型根石が

重なりあって構成される洞穴、根石自体の亀

裂をあげることができる。

表５区画別根石及び伝石数

(2)潮流

試験区内の潮流調査結果は図１３のとおりである。底層でのウラニンの拡

散状況は主にＮ方向に向い、岸部に近づきつ上上昇流にのって拡散する。こｵｕｄ上

調査区域での潮流調査結果とほ蜜一致する。

なお､流速は上げ潮時で２６５加／hnin、満潮時で２．３ノルhninであった。

え
／
Ｇ
・
げ
く
叩

－２５－
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(3)生物嚢境

試験区は水深8.5～9.5腕の範囲にあり、調査区域の生物J嚢境で述べたようにフ
クトコプシの生息丑が多くｏまた植物相でみるとオオプサカ減少し、シマオオギが
増えてくる地域にあたる。

試験区周辺４ヶ所ＡｏＢｏＧＤ、図１の枠取（１加２）を行った結果は、
表６に示すとおりである。

植物の着生量をみると１０月に減少する。これを種類ごとにみると褐藻は７月に
増加し他の月に少ないのに対し、紅藻は逆に７月に最低を示している。これはテ
ングサ採取が行なわれたものと思われる。

石の取縁ｆによる小型海藻の調査結果を表７に示した。枠取方法で採取出
来なかった｡型海藻は。紅藻類ではテングサ属と有節サンゴ藻が、褐藻類ではシマ
オオギが多い。、石の単位表面積１００cmＵ２当りの海藻着生量（乾燥重量）は１～４

次に.区画Ｍ,』Ｍ`における寄り藻の量は表二に示すと…特
’であった。

に多い区画はないが。寄り藻の種類としてはハリガネが圧倒的に多い。以上の調
査から調査４点（Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）の植物現存丘（２５ノリ２２）を寄り藻、大型海麗
小型海藻別に計算すると表８のとおりとなる。

311Ｚ.［

gＣ

調査各区における海藻の現存量（生重畳し2伽2）と着生密度
註：（）内は着生密度（生ルカ９２）１t示す。

表８

-２８－



各区画の動物出現種類及び。主要動物の出現数を図１４に示しﾌﾟﾋ。

年間を通じて出現数の多い種類は､フクトコプシ、クポガイ、ウラウズガイ・

パテイラ、アカウニ等であり。これらの中ウラウズガイ。バテイラ等は集中的分

布傾向が見られないが、フクトコプシ,クポガイ等については、かなり明らかな
集中的分布傾向が見られる。ナプh:わち、フクトコプシは、区画３，９，１３を

中心に明瞭な山が見られ、５月。７月。１０月の各月ともに同じような傾向が見

られる。

証「、クポガイは７月と１０月の分布傾向が類似しており、両時期とも区画１

の分布量がもっとも多く、西及び東に向うに従って減少する。すなわち､区画
４と１３を結ぶ対角線の」晒側に分布量が多く、南東側に少ない。

生尤。フクトコプシと他の動物との関係を見ると。アカウニの分布が多い（７また‘フクトコフンと氾以ﾉﾖ鮒ﾂﾂこ'L'園坏延工～－０

月）ほどフクトコプシの分布が多い傾向か見られる。
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露
査時期 月月５ ７ 月１０

出現へ

海藻種類

胴
－
０

００緑藻 2６ ０ ０チヤシォグサ 0.4

(，）

０

４
●

０
０
０
０
０
０

０
５
０
０
０
０
０
０
０
０
０
２
０
０
０
０
０
０
０
４
０
６
０

０
３
０
０
６
０

８
●

０
０
０
０
０
０

０

３．２

０

４．４

３２．８

７６．４

４
●

０
顕
０
０
０
０

０
Ｍ
０
０
汀
０

０
４
０
０
０
０

１

褐藻｜アントクメ

fi嚢
０
汀
０
０
１
０

８
４

●
●

０
０
０
６
０
０

８
６

０
ａ
０
＆
０
０

0.41１６．８ 0.85２．４ 6０1４１７．２小計 ６．４

６
４

６
●

●
●

０
２
０
３
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
４
０
１
０

３１

６
８
８
２

４

●
●
●
●

●

０
６
４
０
０
０
０
０
０
１
０
㈹
４
辺
３
０
０
０
０
０
０
釦
２

２
１
１
１
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ

６
４
４
６
８
４

６
８

●
●
●
●
●
●

●
●

０
釦
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０
０
６
３
０
８
６
４
０
０
侭
０

１

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
卯
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

３２
●

０
０
０
０
０
万
０
０
０
万
０
７
０
０
０
０
０
０
０
０
０
万
０

１
８

紅藻

一
一
一
一
一
一
》
一
一
一
一
一
一
一
一
一
二
一
一
『
｜
『
一

口
‐

（
ｍ
Ｕ
冗
夕
』

へ〃』
（
ｘ
）
（
ｘ
）

０
４
０
Ｚ
０
０
０
０
０
乳
０
６
０
０
０
０
（
Ｕ
０
０
０
ａ
ｑ
０

旬
α
０

■
■
▲

６
４

６
２

６

０
０
Ｌ
Ｌ
０
０
０
氏
０
ａ
０
乳
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

５
１

１
８

アヤニシキ

オオプサ

オニクサ

オバクサ

キジノオ

キントキ

カギイバラノリ

タマイタダキ

ッノマタ

トサカノリ

コメノリ

ハリガネ

ヒラクサ

ヒメユカリ

ヒトツマツ

フサカニノテ

有節サンゴ藻

フンッナギ

ベニヒパ

マクサ

ムカデノリ

ユカリ

ワッナギゾウ

1４１．６3１４．８３００ 327.63２０ ４６０９７．２2２２．８小計 1７０．４

142.03１５．６４４４．４420.0600.0１４８．０ 360.0２３０．０採取全量 177.2

表９試験区内の寄り藻量（生重量し10Ｍ２）
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(Ⅱ）放流効果謡匿（逸散添加調査）

５月、７月及び１０月に実施した標識放流時における放流数、再補数は表１０に示

すとおりである。再捕率は７月に２１妬、１０月に１９．８妬であった。な對写補数１０

個体のうち２個体は外周に標識放流した個体力試験区内に入ってきたものである。

５月の鉛線標識は７月に再捕してみると坪水子U閏iの貝殻内側（真珠層側）に鉛線が埋

没して、その痕跡をとどめている個体がみられた。従って、標識は岩その他とのスレ

によって脱落したものが多いと考えられる。

そこで７月には鉛線を銅線に変更して標識放流を行った。同時に室内コンクリート水槽

で循環式コンクリート水槽により銅線と鉛線を別々につけた小型個体を飼育したところ

次々にへい死した。この際の観察によれば、銅線に緑青の発生がみられたのでこれが

原因とすれば放流後へい死した個体もあると考えられる。

更に、１０月の取りあげ時の観察によれば銅線は細く、且つもろくなっていたところ

から標識を失った個体もかなりあったとみられる。

１[

８
８

Ⅲ

３
８

１
３

再補数表１０試験区フクトコプシ標識放流数及び

１０月には銀線を使用したが、この取りあげはまだ行っていない。

５月、７月１０月①総採補数、へい死数、標識放流数等は、表11のとおりで、特に

７月の調査時は高温のため標識作業および蓄養中にへい死する個体が多く、放流数も、

２１８個体と採捕数３５０個体に比べてかなり減少した。

－３３－
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５月の採捕数は４９３個体、生息量は一区画平均２９．５値鉢、範囲７～５８個体、７月

の採捕数は３５０個体、生息量は－区画平均２１．９個体、範囲４～５３個体、また、１０月

の採捕数は２７９個体、平均１７．４個体、範囲７～３８個体であり、調査ごとに採捕個体

数及び－区画の生息量は減じている。
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０
｜
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３
１

１
１
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月

放流数計

表１１試験区フクトコプシの総採補数ロヘレ､死数、標識放流数等

各調査時の試験区各区画別フクトコプシの殻長組成は図１５－１，２，３のとおりである。
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本年度は適切な標識方法が見出せなかったために充分な検討材料を入手できなかった

が標識個体の移動を図１６に示した。（仮Dに移動を直線的に図示した）

ここで移動個数とは放流した区画以外の区画にて再捕されたものであり、また、区画

定着個数とは放流した場所で再捕された個体である。

試験区内で移動を確認した個体は７月に４個体、１０月に３１個体であり、また、同

一区画に生息していた個体も７月に４個体、１０月に２４個体と再補数は少ないが、殻

長組成、生息量の変化を含めて検討すれば、フクトコプシの逸散、添加については次の

４点か考えられる。

①試験区内での最大移動距離は１０腕以上とみられ、これは各区画から試験区外へ

出ることのできる距離である。従って逆にこれだけの距離を移動すれば試験区域

内に入れることとなり、現に７月の調査で外周の２個体が侵入している例がある。

③７月から１０月の再捕までの期間は台風等の来襲もあり、先に述ぺた標識用盤石

の移動から考えて、転石の動きに応じてフクトコプンの移動もあったのではないか

と考えられる。

③採捕の際に蛭石をおこし、もとにもどしたか、このため今まで砂にうずまってい

た部分が新しいトコプシの生息場所となったため、住み場の増加となり、それにつ

れてフクトコプシの移動があったと考えられる。ただし、この場合、採捕から放

流まで１～２日の間があったので、その間に試験区外からの侵入があったかは調査

していないので判らない。

④放流個体数と生息個体数との関係は図１７に示すとおりである。放流個体数よ

り次期の取りあげ時にかなり生息個体数の上まわる区画がみらｵじた。これは他の

区画および試験区周囲よりの添加によるものと考えられる。

以上の各条件を勘案して調査期間を通じてフクトコプシの移動経過について次のこと

が推論できる。５月と７月の殼長組成はほｙ似かよっているのに対し．７月と１０月

のそれはかなり異っている。このことは５月から７月の間はフクトコプンの動きが少

なかった結果によると仮定すると、そこには鉛線標識の脱落個体が多く生息していたと

考えられる。これについては、試験区の外周５加巾で、北側、東側を調査したとき、

３個の黄色標識個体を採捕したのみであることも、この推定の要件として刀吐ることか

できる。

７月から１０月にかけては、台風等の影響による転石の移動やその他の要因によって

－３５－



フクトコプシの移動があったと考えられる。

また、５月の調査でフクトコプシが多く生息した区画は図１７に示すとおり、７
/０

月６軟月の取りあげ時にも生息丘が多い（例えば区画３，９，１３）という興味ある事

実があり、この原因については飼料の点もあろうが`いわゆる、住み場となる転石の状況

が第一要件となったものと考える。

1F，

２０３０．卜ｏＳＤ６Ｄ⑰Ｚｏ３ｏ４Ｏ５０６ｏ７ｏＺｏａｏ“ＳＯＳＯ〃Ｚｏ３０午ｏ５ｏ６０７Ｄ

－－ＳＬ（加坑） ／V＝４７２
図１５－１試験区フクトコプシの殻長組成（５月）
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図１６試験区内フクトコプシ逸散･添加・移動模式図
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(､）調査区域におけるフクトコプシの成長、肥満鹿産卵期及び食性

１．フクトコプシの成長

時期別に採捕したフクトコプッの殻長組成は図１８のとおりである。

５月から１２月までの殻長組成をみると、４０ｍ前後を境として０２群に分れる。毅長

の小さい群は、５月では非常にバラツキがあるが、その後順次モードが移動して、全般

的に設長が伸長している。また、１０月になると１５ｍＶ以下の個体が出現し、この群

はその後１２月には更に増加している。

稚貝を飼育した場合、受精後この大きさに達するのは、ほぎ１２０日である点（大場

１９６４）から、これが、この夏に発生した群とみることができる。標識のつけ方か自

然の成長を阻害するか否かは検討していないが、７月に標識をつけ放流した価*【を１０月

に再捕し､再捕個体５７個について調べると(図19）、成長を示したのが２４個体､示

さないもの３３個体であり、殻長４０"､以下では１９個体中１８個体に成長力認められ、

これに対し、殻長４０ｍをこえる個体では３８個体中６個体のみか成長を示した。

．また、成長量をみると、殻長の小さな個体ほど伸びは大きく、殻長が増大すると共に

減少している。従って、４０”をこえる群は殻長組成においても時節的に大差なく、

また､標識放流による個別成長を調べてもほとんど成長していない。

－４１－
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2．肥満度

５月から１２月の間に５回、毎回３７個体から６９個体計２５８個体について、軟

体部重量（筋肉部重量十内臓部重量）の総体重（殻付重量）に対する割合を求めると

表１２に示す通りである。軟体部重量の占める割合は５月より漸次減少し、９

月に最低を示し、１１月にも低い値を示しているが、１２月には急激に回復している。

この増減状況を殻長別にみると図２０のとおりである。４０噸前後を境にし

て大きな値M本ほど増減力謝し〈、小さい値1本は顕著な増減を認められな力つた゜

これは、産卵に参加する群としない群との差ではないかと考えられる。

１９５２年０八丈島三根地先のフクトコプシについて行なった肥満度調査によると

平均６６．３％（範囲５５．２～７０．６禿）であった瓶今回の調査では平均５７．６妬（範

囲５４．２～６１．２妬）であるので、八丈島産フクトコプシにくらべて、試験区のフクト

コプシがやせている事が判る。

しかし、八丈島フクトコプシにキクスズメの付着が比較的少なかったのにくらべ、

試験区では、前述のとおり、キクスズメの付着量力極めて多く、これ力肥満度に影響

している事も考えられる。

前述の方法で肥満度を求めると餌として食べている胃内容物量の多少により､大分影

響を受ける事も考えられる。そこで、次に、内臓部を取り除いて、総体重に対する

筋肉割合を求めてみた。

ここで内臓部とは、肉を殻から離した後、足部と右貝殻部を除いた部分で更に口腔

部を除いた消化管の大部分と生殖腺を含んでいる。

筋肉部の占める割合は表１３に示す通り、９月、１１月に激減し、１１月の値

が最低を示している。この時が後述する産卵期の終期であろう。

軟体重量体重殻長 Ｂ
－つく１００

Ａ妬年月日
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肥満度の季筋変化表１２
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表１３内臓部を取除いた場合
の季節別肥満度

ｌＺ月

７日
3.生殖腺熱度調査

７月の調査によると、殻長26.8ｍでも

生殖腺の成熟している個体をみい出す事が

出来た。

そこで、殻長４０ｍ以下の３２個体を使用

して、肉眼的観察による雌雄の判別を試み

ると、殻長２６２mu以下では全個体（８個体）

雌雄の判別は不可能であり、殻長２６．１ｍ

以上３１卯以下では１６個体中７個体、４４％

』卯

〕､ＬｌｏＺｏ３０棚５０６ｂ
苅伽図２０肥満度の殻長月悸節変化．

が雌雄の判別か可能であり、殻長３１ｍを越える個体では全個体（１３個体）とも雌雄

の判別が可能であった。

従って少ない材料と一回の調査で断定する事は危険であるか、この試験区では、殻

長３１ｶm位が生物学的最小型と考えられる。

生物学的最小型と考えられる３１」、以上の個体について、季節別の肉眼的観察と

生殖腺成熟度係数とを示すと表１４のとおりである。

肉眼的観察によると９月３０日の調査で９５２％雌雄の判別が可能であるが、生殖腺

成熟度係数を求めると３７．０とすでに産卵期の終期に近づきつつあることが判る。

生殖腺成熟度係数の値は、翻ﾛ終了後では、角伏突起は肝臓のみとなるのでＯであ

り、また、成熟した場合、先端は生殖腺のみとなってしまうので、１００に極めて近づ

くはずである。

しかし、殻長の差によって、この値が動くおそれもあるので、１ｃｍの位置で切った

場合の係数値を殻長との相関係数を７月の材料について求めると０．２７と低く、相関関

係を認める事は出来なかった。穀長の差によって生殖腺成熟時期に差が生ずるか否

－４４－



かは検鏡によらねば正確をきせないが，今回の調査では顕著な差を認めることは出来

な力‐た。Ｃ表ﾆｴｺﾆ参照-）

Ｎ生殖腺熱度係数肉眼的観察年月日

1966
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表１４ 生殖腺熱度の季節変化

4．食性

（１）胃内容物

５月より１２月における殻長２０．１ｍｍ以上のフクトコプソの胃内容物は‘総べて

海藻によって占められており(表15)胄内における破片は大きいもので1～1.5
ｍ程度で、消化が進んでいないものは、生育時の色をとぎめている。この中で紅

藻類のテングサ属およびオパクサ属が何れの時期もほとんど主内容で、これに次い

で褐藻類シマオオギ属の占める割合もかなり大きい。この他の藻類としては褐藻

紅藻で数種みられるが、時期や場所によって一様でなく､その占める割合も極めて

少ない。すでに述べた試験区外側の枠取調査における海藻の種類および重量比と

胃内容と対比してみるとテングサ属、オバクサ属に続いて多く採集されているノコ

ギリモク（褐藻ルハリガネ，有節サンゴ藻（紅藻）が胃の中では余り多く見られ

ていない。

また。試験区内の寄り藻の種類との関係をみると枠取の海藻よりさらに関連か薄

いようである。５月に実施した石（６～8.5噂）の取揚げによる小型海藻の着生

量調査結果が５～１２月のフクトコプシの胃内容とや＞似た傾向（有節サンゴ藻を

除く）がみられるようである。

以上からみて、こ》にとりあげたフクトコプシの食性は、手近な玉石等に着生す

る小型海藻を手当り次第食べるものと思われ、この点は前述した(表８）紅藻

類のうち小型のものが多い結果から考えてもうなずけることである。大型海藻に

対してはある程度選択性かあるのではないかと想像されるが、この点は今後の調査

－４５－
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また穀長２０ｍ以上のものでは。付着珪因Eを襖解することはないもの

１２月の調査結果の胃内容にあらわれる珪藻は．テングサに付着した
に待ちたい。

と思われる。

ものであろう。
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表１５フクトコプシ同内容物

(2)胃内容物且

海藻重量の季節変化は前述０通りであり、海藻重量とフクトコプソの胃内容物量と
の間の関連は薄いようである。

１ｉ

図２歩に示す通り、般長の大きさと胃内容物量とは．低雰相関関係にあり。５月か
ら徐々に減少して、９月に■U丘を示す。５月の胃内容物丘の個体間図E異はＯ～2.2
ｃｃと著しく巾があり、９月の場合はＯ～0.3ｃｃと般長に関係なく少ない。又。殻
長３０ｍ前後の個体では．季節による胃内容物丘の変化はあまりたいようである。
この胃内容物丑の最低を示す９月はｏ肥満度調査でも最もやせている時期であり（

表１２’参照）、更に産卵の盛期を経過した時期にも相当する。（表１４参ＮＨ）
雌雄の別による胃内容物且の般長別、季節変化は妻辻土－１．２に示すとおり

必
であり。雌雄による顕著な差はないようである。

.また．７月．９月における雌雄の判別のつく個体とつかない個体との間にも顕著な

－４６－
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差を認めなかった。

供試材料、孫補の時刻は５月１４～１６暁７月１４～１５時ｂ９月１１～１２

時、１１月１０～１２時．１２月１４～１６時であり。採捕時間を統一する事が出

来なかったが・採捕時間と胃内容物及び量との関係については‘次の機会に調査を

実施する予定である。なお、調査区域の生物嚢境の項で述べたようにアカウニ、

コシダカウニ．サザエはフクトコプシと食性のうえで類似しており．競合動物とい

えるが、採捕時間等の問題については。フクトコプシと同様に処理したし、
１．５

7月

7２８

'1月凸『』
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図２１殻長別胃内容物且の季節変化
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'７要 約

1．伊豆諸島における磯根（フクトコプシ）漁場の生産管理方策を樹立するため．大島差太地

地先に調査区域およびフクトコプシの生態と微量境を調べるための試験区（４００ｗ２）を設

けて調査したつ

2．調査区域は紅藻類の多い海域で、フクトコプシは水深６～１２加の海底に分布量が多く､こ

の区域の海藻ではオオプサ､シマオオギか、動物ではウラウズガイ､アカウニ、コシダカウ

ニ等の分布が多かった。

3．園01日中の水中照度は表面で６０～７０ＫＬ、中層（水深４～５腕）で約７０％、底層（水

深８腕）に近づくに従って約５０妬におのおの減少するような海域である。

4．調査区域のフクトコプシにはキクスズメの寄生が多く、穀長４ｶW似下のキクスズメか１個

のフクトコプシに２０～４０個位寄生している場合が多かった。

5．フクトコプシの移動範囲ldnl、さく、２ヶ月間で約３００腕2前後と考えられる。時轆Ｉに

見れば５～７月の比較的風波の静かな時よりも、台風による波浪CD影響をうける７～１０月

の間の方が石の動きに応じて、フクトコプシの移動がはげしいものと思われる。

６．７月から１０月にわたる３ヶ月間の成長は穀長４０，m以下の個体の成長力浪〈、４０，W以

上の個体では成長が悪いようである。

7．肥満度は９月、１１月に最も低く、１２月になると急激に回復する。また殻長４０ｍU前

後を境として､大きな個体ほど増減か激しかった。

8．生殖腺熟度から判断すると０当地先のフクトコプシの生物学的最小型は殻長３１ｍ位と推
定される。

9．フクトコプシは手近な玉石に着生する小型の海藻（テングサ、オバクサ属、シマオオギ等）

を食べており、アカウニ、コンダカウニ、サザエ等の食性と類似する。なお、胃内容物量

は９月に著しく減少する。

－５０－
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